
茨城県沿岸漁史郎こ関する調査－Ⅱ

異常冷水による特異現象（特にマスノスケの出現）
について

藤　本　　　武

Ⅰ詫　　　　言

茨椒県の海岸線はおおむね単調で県中央部を境にして南部は砂浜地軌　北部は海蝕崖が多く．沖合海

域は寒暖両流が錯綜している。畑中1k江の島（宮貌県），塩屋吼犬吠略の永年の観暦棉解析さ

れ．東北海域沿岸において親潮に9定周期のあることを述べている。親潮の卓越年にk異常冷水として

それが直接本県沿岸にも影響を及ぼし，昭和58年5月には東北，東海海域の各地で異常冷水の発達が

認められ，本県にかれては8月上旬まで続き，それら各回渉魚種の来訪章状況に大きな変化をもたらし，

従来まで漁業依存度の高かったシラス曳楓　プリ（イナダ）刺組　サバほいから釣，タコ（マダコ）措

流し押葉はその渦獲量も減少した一　これがため沿患小型船漁業に大きを打撃を与えたへその反面琴海域

のヒラメ，カレイ類（イシガレイ，マコガレイ）イカナゴ等の来辞貴は例年に比較して多くみられ多獲

された。特に漁獲量は少をいがマスノスケ（Oncorhynchus tschawytscha（WALBAUM））

が沿岸各地で漁獲された。その出現については生物学的分布から見ても南限であわ噂に珍らしい現象で

ある。著者はこの親潮の卓越した異状冷水に工少魚介藻類に及ぼす影響に関しては従来から特に関心を

もって調査を行なってきたが．マスノスケについて旺県内各地からその漁獲条件及び漁獲量に関する資

料を蒐集することができたので今回それを解析して取カまとめたので報告する。報告するに当り資料を

提供され．調査に協力された平温大津，会楓．大洗町の各漁業協同組合に厚くお礼を申しあげる。

Ⅱ　調査供資資料

1　資　　料

この調査をナゝめるために次の資料を用いた。

（1）塩屋崎航路操練所．定置観測水温資料‾（1台14－　も5）

（2）農林省茨城統計事務所，茨城農林水産統計年報（水産編）．（1959ム′85）

（3）平潟小型定置網漁獲量（浜帳），（1965う

（41大津ノj、型定患継漁場水温と漁獲量（浜帳）．（1981－　も4）

15■1会瀬定盤網酒場水温と漁獲量，定登網漁海況日報，報告資料（1981－匂4）

（6）大洗町漁業協同組合水場仕切帳（1985）

（7）昭和58年の冷水による特異現象について仏　その当時，東北海区水産研究所から調査依奴があ

わ調査左行在ったのでその資料を末筆に参考資料とした。

2　解析方法

（1）境是略の定置水温については，1ヶ年の平均水温と2，5月ゆ5ヶ年移動水温平均値を計算した。
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茨水試：試験報告　　昭和58年度

（2）農林水産統計については特に沿岸漁業で依存藍の高い魚種について，又，異常冷水の影響に上り

判然とするものについて行をつた∩

（31各浜の蒐集資料に応じて解析し次のとお力取りまとめを行療った。

A　平潟小型定置網は日別漁獲量と銘柄別漁獲量

B　大津／j、嬰定嵐網は年，月別の魚種別漁獲量と日別の細別水温と朝．夕細別の人絹屋敷と漁獲量

〇・会瀬定置凝把年別，魚種別漁獲量と臼別の水温と漁獲宜

D　大洗町漁業協同組合は剃綿（達刺綿）で漁獲されたものについて月別漁獲日数と体重別漁獲量

月別静塾長と日別漁獲尾数，体重別凪現個体数．日勤水魔と日別の体重別漁獲量と漁獲尾数等に

ついてそれぞれ比較検討を行なった。なお上記の解析を明確拡するため異常海況に関する各氏の

報告を参考とした。

Ⅱ　調査緯果

1　本県沿岸・の海況

福島県塩屋崎の定置水温は大正4年から現在まで継続して観測されてVlる。この経年海況の変動宜

みると一つの指標となるので，その華の平均水温と寒流水系（栽湖）が最も卓越する2，5月の平均

水泡の齢変化を第1国に示した。畑的1）は顔裳軋江の島（宮城県㍉塩屋崎と犬吠崎の永年

（1910－　′47）の水温観淵1表を解析して東北海区の海況に周期的変動のあることをと孜え．更

に各領脚地点（江〆〕鼠　塩屋隠犬吠略）で9年周期のあることを発表している。これに上ると塩屋

略で随革（1918，′27．′58．／44）と高温年（1921，′50，′59及び′24．

′55．′42）とが観潮正しく9年毎に練か返されている。この間期は銚子でも全く同様に繰り返

され　江の島でもその存在が窺われている。191＿4（大正5年）エ少　′48まで托6－7℃の低水

湿出現が畑中1）の指摘している9年周期で変動してきたが，′51以降に鯛期に上る腱伽み

られず，　′55・一／54頃に東北地方に冷水がみられたが本県沿貨には東漸勢力の卓越がみられず．

逆に高温化の傾向が顕著とな現58の秋に随現象がみられたが，それにしても　′21を上回わる高

塩年が／81まで持続した一　これが／82にやゝ下降の傾向を示し　／62－／65（昭和57－5

8正）は畑中1）の指摘した9年周期に当り．1985に親潮が卓越し，本県沿岸をも広く支配して

異常随と低かんが杭いも1985の東北常盤近海に発達した異常海況について藤森2）は概観

して栽潮の流域面横には大きを変化はないが，親潮全体としては岩寄りに偏してレ1たことが特徴で接

岸分枝の南下の書しかった反面，親潮押合分枚の発達は目立たをかった∧黒潮前蘭は最近1Uヶ年の

うちで最も南偏した状態を持続し，この黒潮の南偏が親潮接岸分枝の著しい南下を促がす主因と在っ

たものと思われ，鹿島灘における水塊分析の結果では1－2月は通常の黒潮の塾を示し，異常低温を

きたした5月には例年は親潮前線北端以北即ち．北海道近海．ベーリング海に分布する亜寒帯水の性

質を示し移流によって，この海域に運ばれたことを示している。5月以降この水塊は表層部では次第

に混合域の型に移行したが，5n Om以深では8月に至るまでこの北†羊水の性質を維持してVlたこと
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を報告している。
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第1図　塩屋陪1ヶ年の平均水温

本県大洗正東綾の海洋観測は1915から開始され資料は断続的であるが低侭年は1955，’44

′58に出現がみられている81985，1月から　′84，5月までの大洗正東2ロ浬地点の水温と

比戟すると第2回のとお　であれ各月においてその差の著しい現象がみられるD／65の親潮の勢

加′44（昭19年）に次ぐ規模の大きいもので浅野等5）の魚類札著者4）5）81

の消長とイセエビ漁業資源等佗関する研究でも知ることができる□

の浅海生物

彪診－10‘C址　　　く≡ラート10‘C・　　⑳－い7・C：

⑳一小5℃　　　⊂⊃－…℃，　　く≡三∋・川以上

′占5（昭和58年）に本県沿岸に異常海況がみられ前年と比較すると次のとかわである。

一・・5　－



茨水試：試験報告　　昭和58年度

（5月）中旬以降本県沖は牒滋．低かんな寒流系水肥かゝわれ10浬，15・一28浬，

20－25浬で夫々，上下層とも5－4℃．d－9℃，1ロー11℃，と低温を示した。墟素量も

18．15－18．48為。と全般的に低かんとなか特に沖合部の隆かんが目立ち，距岸2．5浬の50m

層では18．15㌔。と記録的な超低かんとなっている。

（4月）表面水温はd－8℃台と前月より1－2℃鼻混したが．距岸15－25浬の中層では5

℃台の水帯が依然存続している。水源平年差も距鮭25浬の50m層まで佐一11℃．10渡では－

5℃とな田中合からの冷水の張わ出しが明らかである。盤素量の分布も18・5ロー18・45㌔。と低

かんを続けてV、る。

（5月）表面水温は1－4℃昇湿し距岸25埋まで佐いずれも9℃の水帯におゝわれ平年差は

－6℃前後である。1DOm層では5－6℃の水帯が分布し平年よりも5－8℃低目である。場素量

は18・4ロー18・dO鞄0で平年エカも8・占肴。程度低目である。

（8月）前月まで異常な低温を示した本県沿岸押海域も今月に入って著しく昇池し距岸25浬j

での表面水温は1占．9－一19dOcと平年並かヤゝ高レつまでに回倭した。しかし距貴2D埋以沖の25

m層以深では占＿2－15＿5℃と平年よか1－5℃低目となカ冷水の存続を示し，叉．沿岸定置水温の

日々の変化も大きく潮目が多数発達し冷水の刺し込みが断続的にあることを示した。塩素畳の分布は

18．50－18．50％。台で表膚部の低かんが目立ち平年よりもn5－0．4‰低目と在った。

（7月）　d月に表面水温は乎年並みとなったが7月に入り距岩1口睡以沖は各点各層とも降漁が

みられ．琴流系水と思われる1ロOc台の海流が沖合から沿岸部に流入し沖合部の25m以決では平年

エカ5－6℃低目の5－12℃の水帯の分布がみられた。垢素量の分布は表面水が各測点とも異常低

かんを示し陸水の影馨がないと考えられる海域でも18・10鬼。台の低かん域が散見されるが100

m以深では18．80タ乙0とはゞ平年並みとなっている。

（8月）表面水温は7月に比較して5．8－8．1℃急昇し25－25℃の水槽が本県沖に分布して

レ1る。これを平年に比較すると0．5・一1．dOc高目である。又，前月強勢だった水温50、一1n Dm（ハ

1nOcの水帯忙2【＝コm以決に潜流し，この間の昇漁は表面水温エわ願書であるが平年エわー0．1・一

一五5Dc低目と在っている8

2　昭和58年の異常冷水による本県沿岸漁業の変動について

本県沿岸漁業を例年の業種別状況からみるとシラス曳純漁業は5・一10月が主で，イナダ刺的淵巣

は4一　見　ブリ定置綿漁業は4㌦8凡11－12凡　ナダガツオ1本釣漁巣は9－－10凡クコ

梅流し漁業は9－1凡　サバはいから釣漁業は12・一5凡　イワシ，アジ，サバ等のまき納漁業が周

年行なわれているh沿岸重要魚種の増減を漁獲量からみると第1表のとお少シラス，サノく，プリ，マ

昭和58正5月に入って全国各地で異常冷水がみられ前岡県伊豆地方7モ東京都伊豆諸島附近雪

千葉県外房沿岸等でも沿岩魚数の異常現象（浮滞機死等）がみられ昭和22年28）にも同海域で定

離魚類の浮操現象のあったことが知られる。又中井等9）は本邦太平洋沿岸の異常冷水と海洋生物の

＿4　－・
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朝 魚 種 シラス l ブ　 リ マダ コ サ バ l　lサケ ，頭 蝮
そ の ¶月の ヒ

ラメ ，カレイ顛
ワカメ カツオ

ク パ
スズキ ヒラメ

昭 和 5 4 革 1，5 8 5 1，占7 2 4 4 5 2．9 9 7 4 フ0 8 1 7 1 5 9 0 7 5 5 1 2 ° 2 占5

5 5 9 D O 1，1 4 1 1，2 5 5 1 5，5 1 5 4 2 占占 2 1 8 5 2 4 9 〔】 2 5 2 2 〔19

5 （5 1，7 8 5 2，4 1 1 1，5 8 5 又5 5 7 8 5 2 〔1 4 4 7 1 5 4 5 1 4 2 1 4 2 2 2

5 7 2 ，8 8 8 9 8 8 2 ，7 5 占 1 管9 7 2 D 4 8 5 8 9 5 d 5 2 8 9 2 8 8 1 8 4

5 8 　 5 9 4

l

1　 8 5 1 　 2 9 9

1

5 q 8 2 5 　 2 7

l

1 8 5 d

l

否 0 2 0 8 5 2 〔l1 2 5 7

1

2 5 °

1

第1表　本県沿岸滑業による代表種の年別漁獲量の変動（単位　トン）

特異現象を調査し沿岸重贅魚類の産卵に関する諸状況が時期的にも変化していることと，漁況の激変

と大量宛死のあったことを述べ更に沿黄重量魚類の分布に急激を変動がみられ　そのために南方城で

は例年にみられない好沖のあったことを報告している。

異常冷水によるこの‾ェうそ現象は本県沿岸にもみられ沿岸漁業に大きな影響を与えた。この異常冷

水によって中井等9）の報告と同様に魚種ほより豊漁と凶滑との二面が現われ．それらを寡‖表の年

間漁獲量から分割してみると次のようになる。減産傾向を示したもの捉シラス，ブリ・マダコであるd

増産傾向を示したものはサバ，サケ，マス類（マスノスケ），その他のヒラメ，カレイ楓　ワカメ等

であるへ産後に大きを変動傾向の在かつたものはカツオ，タイ，スズキ，ヒラメ等であるが．カツオ

は時期的に直接の影謎は孜かったものと思われる。

滅産影堤のあったシラス類持主としてカタクチシラスとシラクオシラスの減少がみられ冷水に上カ

．逆にイカナゴ（方言：コウナゴ）がシラス泄業の対象とモカ，昭和22正と同様の傾向がみられて多

獲された。ブリ（イナダ）も冷水の影響によ少刺綿での浄狩はなく，主として会瀬定置鏑の秋鰍てよ

相投されたの陀過ぎをレ㌔マダコ蛸軋漁業により漁獲紬たが最近4グ年間の平均；で昭和

57年の約五の漁獲量であった0異常冷水によカ多獲されたものはサバであれサバ伽から釣わ

漁業による漁獲量は例年と顔べて変り孜いが，まき網に上り5－7月まで屯　小型のサバ群の来遊が

みられ犬吠崎より境屋畔間の本県沿岸で1航海当り約5．5トンの漁獲量で例生の7－8侃　昭和57

年の4＿5倍と増加した。又，サケ，マス類では27トンのマスノスケが定置網類と刺網等で漁獲され

たnその他のヒラメ．，カレイ類は底曳網により例年の2倍の漁猪量で・主としてイシガレイ・マコガ

レイが多く昭和59年にも漁獲されている。ワカメは年々増加の傾向がみられてきたが　昭和5　勾巨

には急激を減産を示したこと等がみられた。昭和58生に誘起されたこれらの現象は前述した栽潮の

卓越した年にみられた一つの現象と思われる【

5　マスノスク守こついて

（1）分布と漁獲状況について

マスノスケの分布については疋田10），青柳11），富山阿部12），緋15），松下14），久

保15），等の報告を総合してみると北アメリカ洲に多く分布し，アメリカのがノフォルニヤ洲の

－5　－・
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北部からカナダ．アラスカを経てアジア洲に至れ　カムチャツカから沿海洲と北太平洋に広く分

旅している。本邦では北海道の根室から日高地方を経た函館附近の太平洋側沿岸佗分布し同地方

の大きな河川である十勝川，オホーツク海に面する北見沿岸の常乱皿斜豊川と日本海沿岸の天

姐＝等に産卵形態で瀕河することもあるが極めて稀であることが知られている。丸棒太東海岸

でも稀にみられているが日本海側では新潟県まで分布がみられ．太平洋側では東北地方にまで分

布していることが知られている。茨城県沿岸では昭和58年のように親潮勢力の南下の強い年に

は来粋がみられ．県南の波崎地区（千葉県犬吠埼）附近にまで分布がみられ各地で浄猿された。

マスノスクの浄獲状況については大槻等16）によると北アメリカ洲太平洋側のアラスカでは巾

着組刺網等で昭和52年には約51万尾が漁獲され，サケ，マス類の総漁獲尾数の約1・5％で

ぁれ東南部アラスカ地区（ベーリ／グ海側）で約50万鼠西部アラスカ地区（ブリストル湾）

で約18万尾．中部アラスカ地区で約占万屋が漁猿されている。

カナダでは巾着組刺組免租走違約等て浩獲されているカ㍉　いずれもサケ，マス類中の漁

獲量は最下位であるが漁獲される魚体は大型で平均体長1・2m，体重は普通4－22kクであわ最

大体長2mに達し体重50毎以上に成長するもいが漁獲されている。北アメリカ洲ではマスノス

ケの肉はサケ，マス類中，一番莫味で上等食品とされている。

ァジヤ州沿如主産地はカムチャツカ東師岸で特に東岸で1955－′82の年平鞘獲量19）

はアジヤ州側では20万尾で北アメリカ州傲全治岸では55D万尾の漁猿がある。北洋における

サケ．マス漁業の日本船団の昭和27－52月巨までの年平均曹獲尾数は約5万8千でサケ，マス

類総漁獲量の1％以下で0．8％とその比寒は非常に少なV。

本邦における本種の浄獲状況憬次のとおりであるが他の太平洋産サケ，マス類に比較すれば・

その資漁量は少なく産業的価値は極めて低いものである。岩手県沿岸各地では春にサケ・マスの

延離諷サケ，マス流綱漁業で稀に漁雛れている○岩手原水試17）は昭和28利一5月同

県気仙郡沖合におけるマス流縄漁業試験で4尾のマスノスクを漁獲している。丸 宮城県水試18）

は昭和57年5月上旬に岩手県広掛拷方面でマスノスケの好漁のあったことを報告している。茨

城県沿岸では親潮の卓越年にのみ出現がみられ昭和58年には沿岸各地で5月頃から漁払され4

－5月が各地とも盛浄期となれ　8月以降は少なく8月上旬までに定置網軌建刺約数，でき績

楓延隠．その他の釣等によって27トンが漁獲され地区によっては豊漁であった。本県沿岸で

本種の漁獲されるの虻前述したとかわ稀であ＿り，親潮の南下勢力の強い隼にみられるため古老の

言によると何10年に1度しかみられないといわれてレ？る。

マスノスケ01℃。rhyn。hustsh叩tS。ha（Ⅵ冊。血の各地の方言について疋田2口上松下14）は

次のように報告して∨つる。

「スグ」北海道厚岸地瓦　北千島地方，カムチャツカの方言で，大きいという意味で呼んでいる。

一8－
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「ソツケイけカムチャツカ地方i「イトウマス」，「オウマス」，「イオマス」は北海道厚岸地方

釧路，浦河，岩手県宮古，宮城県塩釜である。

外国名では匹ing Salmon」はアメリカ，アラスカで一般的に用いられている；叩hinook

Salmon」は（アメリカ）；rQllinTlat Salmon」はカリフオルこヤ；「ryee SalmorlJ

rcolumbia Rivef Salmon」，「Sacramento river Salmon」，「Spring

Salmon」は英領コロンビア，ビューゼット　サウンド）i「Winter salmon」はアメリ

カ；「Jus」，チルコテン，インディアンi「（1havuiclla」忙ソ連で呼んでいる【

著者は岩手県宮古地方で「マス＿∴気仙地方で「マスノスケ」と呼んでいることを知ったが・県

内21）の方言については次のとお力であるn rマス」は県内広く一般的に平温大乱会楓平晩

大洗で呼ばれ「オオマス」は大津i「マスノスケ」は波崎；「スケマス」，「スケ」は金瓶大

洗，波崎で呼ばれ「スケ」は「スグーを－」（大きいということで驚くほど大きいという意味）が

靴ったものであれ又．「スグマス」は大きいマスという意味で呼ばれている。；「オオメマス」は

大洗ノ）鮮魚商及び水産加工業著聞で大きいマスという意味で呼ばれているの‰「スケ」・「スケ

マス」という呼び名は方言をしらべてわかったもので今後県内の各浜から広くでくくるものと思＿わ

れる。

4　県内各浜におけるマスノスケの漁獲状況について

昭和58年に県内の各浜で漁獲されたマスノスケの状況について仏特に預獲量の多かった地区を

選んで調査を行をい，各地区毎佗次のように取わまとめた。

（1）平　　　潟

平潟の′」＼型定僅網肱入網した初漁日は第5図のとお虻4月24日で】終漁日は7月22日であわ

盛漁期はほゞ4月下旬から8月上旬であった巾初漁日の4月24日には22k担潤獲され5月12

日には最高で529k卿ミ漁獲され占月上旬まで毎日平均約20－5Dkク以上の漁獲があった□これ

を月別に入組日数と源猿量を1L似下1－　払　鉢以上に分けてみると第2表のとおカ4月に

は占日間の入綿で約280k払　5月が最高27日間の人絹で約乙02Dk払d月には15日間の入

網で約156毎と波少し，7月にはd日間の入網で約19k柁在り終漁期とたっているq

月　　　 別 入 舶 日数

漁　　　 獲　　　 量 （桓 ）

1 桓 以 下
1 － 日 り 1 5 幅 以 上 r ム・　　　 計

4　　 月 占 1 占．5 5 8，1 2 2 7 1 2 7 9 5

5 2 7 1 8 0．5 1 占5．5 1．占9 2．9 2，D 1 8．7

占 1 5 占7 5 5 1．4 5 7 5 1 5 8．2

7 ‘ 1 2 ．5 8．2 L　　　 1 8 ・5

合　 計 5 4 2 5 8，2 2 5 9 2 1，9 5 エ5
ト　　 2．4 5 2・9

第2表　平潟小型定置約のマスノスケの月別人絹日数と漁獲量
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第5囲　平潟小型定置網のマスノネケの日別漁獲量

日別の銘柄別の人網状況をみると第4図のとお少／」、嬰芽の1わ以下のものは初滑日から柩滞日ま

で殆んど連日にわたカ入網し漁獲されているが，1－5kP群と引払詳以上の群のものは初浄日から

盛漁期末の8月上旬までに殆んどが漁獲され隆か佗7月5日に約路が入組漁獲されたにすぎない。

′J、劉定置網に入約し撫獲されたものは県内の他港水揚げと比較すると殆んどが小型群が主休で聞き

込みによっても平均体重括2－引転であわ最高10krであった。

Il■、・

l・主、＼・1上 劇　　　即・Ⅶ　　川 逆・　　製・凱

第4回　平潟小型定置網のマス／スケの目別．名柄別漁獲量

．■さ　　　　ぎ、　　　姐

（1攣り　■（月日）、
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（2〉　大　　　津

大津におけるノj、型定置網の昭和5°－59正魚毯別漁獲量を第5表でみると例年はブリ（イナダ），

サバ．タイ．ヒラメ等がその主体をなし漁獲されているが．昭和58丘巨にはスズキ．マスノスケ●

ブリ（イナダ）．がその主体となめ例年漁獲されていたサバの入網がみられず・これに代って北方

種のマスノスケの入府があわ漁獲されたn

年 と ブ リ （イ ナダ ） サ　　 1 ク ロ マ グ ロ　　 タ　　 イ　 皇　 ス　 ズ　 キ

別 語 獲螢 粕 金 額
糊 貴 司

金額　 円 漁 獲量 k亘金 叡 円 隠 際 酎 廟 金 顔 円 蹄獲量 叫 金額 円

5 8 25，5 1‘ ，2糾 ．558 2 ．7‘5 28．4 17 127 2 4，占55 4．2 95 1，45買97 8 4占8 142，‘5 1

5 7 50．598 ．941．85 1 157 ，9 57　5．8 46、124 9 54 25 8．545 8．7 84 2．7祝 2 19 1占7 5 2，028

5 8 74．7 78 ．1 11，50 0 － － 427 18 7，占‘0 784 554，8 56 8 ，0 97 2，08 5．074

5 9 28．589 ．D 12，0 51 54 1◆22 7 4，8 20．84 5 22 4 95，58 0 1，21 5 4占5．527 522 8又55 4

jE

別

ヒ　　 ラ　　 メ マ ス ノ ス ケ　 【 そ の 他 の 魚 類 ノゝ　　　　　 吾十

渦 動 十 細 円 漁獲 長 短 l 金 額　 円 漁獲 量 晦 金 額　 円 漁 獲 量 桓 金 額　 円

5 8 1，0 84　　 29 7 ，98 D － －
2 ．4 05 9 2，7 99 5‘，5 05 5 ，5 50 ．D l‘

5 7 1，以0　　 5 88 ．54 0
－ － 5 ，195 27 9，000 22 5，4 47 11，4 05 ，75 8

5 8 1 ．8 55　　 7 20 ，45 4 7 ，7°0 Z ，ム4 1．占7 7 2 0 ，98 5 1，59 0 ，8 58 1 14 ，占57 柑 14 9 1■0 55

5 9 55 1　　 2 1 5，8 9占 － －
5 ，0 19 8 50 ，40 7 5 97 ．157 9 ．ま蛤，0 87

第5表　大津小型定置純の年別，魚種別漁獲量

昭和58年の月別の魚種別漁獲量をみると第4表のとおり4月には各種とも目立った漁獲量はな

く，5月に入ってマスノスケが7トン．スズキが5－5トンと多獲され　る月に入って．ブリが22ム

トンと最高でスズキはま5トン．マスノスケは急激に149晦と減少している。7月にはプリが依

然として多く52トンとその漁獲量の9096を占めたが8月には各種とも入純量が少くなっているb

月 別

l

ブ リ （ イ ナ ダ ） ク　 ロ　マ グ　 ロ タ　　　　　　 イ　　　 】 ス　　 ズ　　 キ

無 塵 主 人ク 金 額　 円 漁 涯 畳 叫 金 額　 円 漁 獲 貴 叫 金 額　 円 漁 獲 量 桓 金 額　 円

了 ‾‾‾11

－ － － －
12 5 ，14 5 9 57 209 ，19 2

5 17 5 28 ，7 51 52 22 ，758 20 4 85 ，84 5 5 ，47 5 占15 ．1 D7

占 2 2 ．8£ 2 ，99 占，9 日‘ 289 117 ，0 仙 29 2 155 ′0 66 5 ，55 5 1，12 1 ，05 9

7 51 ，78 7 8 ，07 4 ，5 88 ふB 29 ，8 50 2 57 105 ，5 00 1 28° 1 22 ，289

8 17 5 5 2 ，2 75 58 18 ．00 〔l 19 9 ，50 0 名 15 ，467

合 計 74 ，77 0 9 ，1 11 ，58 0 1　 42 7 18 7 ，dd D 7 8° 5封 ，8 5ム 8 ，097 2 ，0 85 ．07 4
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月 別
ヒ　　 ラ　　 メ マ ス　 ノ ．ス　 ケ そ の 他 の 魚 類

l 合　　 計

漁 獲 貴 L グ 金 猿　 円 漁 狩 生 桓 金 額　 円 漁 獲 量 桓 金 額　 円 漁 獲 量 k g 金 義貞　 円

4 97 5占，578 57 2 2 52 ，5［I4 1 ，10 0 52 ．8 占2 2 ，758 5 56 ，08 1

5 4 48 17 8 ，9 75 7 ，059 2 ，5 47 ，化 8 7 ，4 85 7 〔Id ，9 14 18 ，8 74 5 ，98 5 ．508

占 8 51 24 5 ，占92 149 8 2 ．00 5 4 ．5 58 22 占，5 40 5 1 ，887 4 ，9 02 ，8 5 5

7 55 9 2 1口，09 1 － － 7 ●5 舶 57 2 ，7 77 d D ．2 85 占，9 12 ．855

8 1Z Z i 4 9 ・5 D O － － 49 ‘ 　 51 ，9 65

l

8 95 15 占，505

合 計 1 ，85 5 【 72 0 ，4 54 7 －7d 畑 2 ，抑 ・d 77 2 叩 8 5 い ．590 ．8 5° 114 ．6 57 1絹 ・49 1 ，0 55

第4表　昭和58生の大津′」＼型定置鏑の月別ル　魚種別漁獲量

′」＼型定置網の漁獲骨は昭和59正が最高で597トン，57年は225トン．58年は115ト

ンであるが漁狸金額では58正が最高で約1，850万円をあげ，57年は1，140万円をあげ．

59月巳は最高の漁獲愚597トンであったが．総漁獲金額では約980万円と下位を示した。58

年の漁獲貴と漁狩高ではブリが最高を示して．75トンで約910万円を次にマスノスケが77ト

ンで約280万円を次にスズキが8トンで約200万円をあげているが総漁推量の中でマスノスケ

の占める割合は約79‘であり．総浄確金観で掟1占輔を占めて．ブリ（58％）．スズキ（12．°

％）とともに大津′」、邸定僅網の豊漁魚種となった。マスノスケの月別沖獲金魚をみると4月には約

25万札　5月には約255万円．占月には■d万円であった。川当　の平均単価は540円であ

わ．金瓶　大洗に比較して約50－40円の低値であった。

マスノスグを日別に租別の漁獲尾数と水温との関係をみる（こ■の資料は純入日から5月20日ま

でし．か祷られをかった。）と第5図のとお少で初漁日の4月27日の朝純で沖約7尾と中綿で5尾

が人絹し静雄されたのが初漁で継親では4月29日朝純で2尾が入納漁獲されたのが最初であるが．

各細とも人柄漁獲量からみた盛漁期は5月上一中旬で終漁期は窮8回のとおカム月下旬であった。

水温との関係をみると本煉沿淫を冷水の覆った4月から8月までで表面水温9－15℃位の範囲で

9－11℃の間で多く漁獲された。

日別の漁獲貴（この資料は数日間を合吉十して漁帳に旨己録されている。）をみると第8図のとお少

である〈100毎僚漁獲した日が4月には1日間であるが5月に入って約5日位はあったことが推

定される。第4表のとおりその大部分が：・′二‾プに漁獲された【小型定置網で昨獲された魚休は浜帳と

聞き込みから総合してみると最小1LL最大5砧クで平均は7－8kクのものが多かった。

（3）全　　　瀬

会瀬定置純の昭和56－59年の魚種別漁獲量を第5表でみると主賓魚種はサノミ．ブリ．アジ．

タイの脛で漁獲されているが，マスノスケの人絹漁獲量は例年はみられず近年では58年が初めて

であ少10・5トンの漁鐘があった。これを日別に漁場水温と漁獲量との関係を第7図でみると4月

－1D－
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初めに綿入れが行なわれて・4月5日にマスノスケの初入射があおるk形瀾獲された。水温は上

下層ともに低くムー9℃の範囲で4月1一日頃まで続き漁獲量の増加がみられてきた盛漁日は4

月10日頃から5月22咽まで最も多く漁獲されたのは4月18日頃から5月15日までであわ

漁場水温は上層では僅かに上昇がみられているが．その巾が9－15℃と広く浸っている。しかし，

下層では7－9℃の範囲であわ顕著な上昇はみられず，マスノスケの漁獲最の多いのが目立ってい

る05月中旬頃にな少上層水温12い15℃を上回った頃から静狩厨の減少がみられ．占月上旬に

なカム下層の水温が12℃以上とはゞ同じ位になると淵捗量は著しく減少しっ散発的に少卓では

あるが8月5日まで続き同日には4・5厄が漁獲されて終淵となつ私

マスノスクの月別静狩厨は第d表のとおれ　4月に5・8トンー5月8．5トン．8月0．2トン．と

4－5月がその大部分の989‘を占めて8月－で漁獲されマスノスケの漁獲量では県内第1位であ

った1昭和58正の定置純春網漁の隠漁獲量の中でマスノスケの占める割合は約10．5トンの漁獲

愚で約1・1％であるが・総漁獲金敬は約五900万円で■マスイスケの占める割合が約420万円

1D・89‘を示しノているところから漁獲塁では少帥が■漁醇金額ではブリ以外のものよりも上位に

なっている。その漁獲金額を月別にみると4月には約40万円，5．8月にはそれぞれ約11万円．

7月には約9万円■　8月には約5・000円であれ1k当カの平均単価は575円で大洗上ガも

10円低く大津よカも55円高値であった。

隼屯．〒型　l ア　 ジ
Fサ　 バ

ブ　 リ【タ　 イ ．スズキ
l
マ グロ姻

l
マスノスケ

l ィヵ類
その他の魚類 合　 音十

㌦ ∴
5 1 0 2 1 5 d D 5 1 1 n ／ 2 2

－ 0 5 9 1．2 n ロ

5 7 4 1 5 7 9 8 1 2 6 1 2 1 5 －－ 9 2 9 1．5 9 5

5 8 9 8 4 0 5 ！－　2 4 4 2 4 1 2 1　 1 2 1 8．5 0 9 鼠5
l　 9 0 5

5 9 1 8 l
9 1 1 ！

1 7 8 ！　 1 5 1　 2 s t r　　 5 1　　　 2 ‘ 1 1，1 5 4

第5表　会漱定置網年別　魚種別漁鍵盤（単位トン）

月　 別 漁 嬉 畳 （極 ）

4 5．7 8 4 ．8

5 8 ．5 5 5，4

る 1 8 ス8

7 1 0．7

8 4．5

合　 計 ・ 1 0，5 2 1．2　k ク

第8表　金額定位鏑のマスノスケ入組　月別沖獲畳
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（41大　　　洗

大洗では昭和58年5月中にマスノスケがヒラメ釣りにより漁獲されたのか最初で．4月に入っ

てからは建刺網で那珂川河口沖から鹿島郡大洋村政上沖の水深55－45m位の漁場で5月まで野

猿された。4，5月に前記の漁場で漁獲されたものは平潟．大津．会瀕の定置網に比べてその漁獲量

は遥かに少ない。これを目刺に押野尾数と漁獲量を大洗の定置観測水温と比較すると第8回のとお

カであるがその量は少なく多い日でも10尾前後で約50－100毎前後であったが，5月に入っ

て少なくを少下旬まで建別納で漁獲されたdその状況をみると．その多くは水温12－15℃以下

にかいて漁獲されて大津と会瀬定僅網漁場と同様の傾向を示している。

マスノスグの体重別出現値体数を漁獲量からみると第9図，第7表のとか少で最少0．91場長高

一20k夕止巾広い出現で平均は日毎で5群以上の許が認められ．その各群の中心分布吐2．0極る・1

k久　鼠8時とそれぞれの出現がみられた。聞き込みによる調査では平均7－8kクであった。体重出

現数は第9図にみられるように各群を体重階級別に分けてその出現数と漁獲量を自別．月別にみる

と第7表のとおわである。その主体は個体数では75桓以下に多くみられ．滑狸貴で虹日向蚊上

の各群がその大半を占めている。漁獲金額をみると4月に約25万円．5片に5万円．合計28万

円であれ1hダ当りの平均単価は585円で会瀬上カも10孔　大洋上＿りも45円の高値であったd
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漁 獲 月 日 魚 体 重 量 別 階 級 出 現 個 休 数 と漁 獲 量　　 目 内 ＝ 出 現 個 体 数

月 i 日 ・ 4 ．5 h．ダ以 下 4 ．8 － 7 5　 柏 lZ 8 － 1 1．5 k P 1 日 － 1 5 ．5 kタ 1 5 £晦 以 上 合　　 計

4　 ぎ　 1 （1 1　　　 2．7 （1 ）　　　 2．7

L　 5 （2 〉　　　　 2．8 （2 1　　　 2．8

4 （2 ）　　　 4．5 （2 1　 1 2＿5 （1 1　 1 0．5 仰　　 1 2．0 （11　 1 8．5 （7 う　　 5 7 5

5 （6 1　 1 2．8 （11　　 6，5 17 1　 1 鼠5

占 （1 ）　　 1，8 （2 1　 1 4．0 （6 1　　 8 0．5 （2 1　　 2 4．5 （11） 1 ［川 ．8

1 1 （1 ）　　 占．5 （2 ）　 1 7 5 （2 ）　 2 7 5 I5 1　　 5 1．5

1 2 15 ）　 1 5．D （2 ）　 1 0．7 （1 ）　　 a 5 （8 〕　　 5 4．2

1 5 （6 ）　　 5 a 7
l

帽1　　 5 8 7

1 4 （3 1　　　 5．5 （11　　 8，0 （3 1　　 2 5．7 （1 ）　 1 5．0 （8 ）　 4 8．D

1 5 （5 ）　 1 1．2 （2 1　　 2 1，0 （4 1　 5 5．0■ （川　　 8 7 7

1 8 （1 1　　　 2．4 （1 ）　　　 2．4

2 0 （1 1　　 1．2 （11　　 4，8 （2 I　　 d．ロ

2 1 （4 1　　　 占．5 （1）　　 8．0 （2 1　　 2 0，5 （7 1　 5 2．8

妄2 2
（2 ）　 1 まD （1 1　　　 8 ．0 （3 ）　 2 1．D

2 7 （1 ）　　　 5．0 廿　　　 5，0 （4 1　 4 1，5 （6 1　 4 鼠5

L
i 2 8 （1 1　　 4．‾5 （11　　 8．5 （2 ）　 1 0．8

2 9 は ）　　　 4．5 （11　　 5．7 （1 1　 1 4．0 （5 ）　　 2 4．2

5 0 （1 ）　 2 0．D （1 ）　　 2 0．0

4 月 ／」＼計 （42） 1 1 4■1 （18 ） 9 7 2 （2 ） 2 1 5．7 （11） 1 4 占．5 （2 ）　　 5 8．5 ．（95 ） d l O・0

5 5 心　　　 1．5
厄 ） 2 1．B

（3 1　　 2 2．5

4 （2 1　　　 占．5
r

l （2 ）　　 8．5

8 侶　　　 2．5
l

（1 ）　 1 5．0 （2 ）　 1 5．5

1 5
l

l

l
l
l

仙　　 1 a O （1 1　 1 8．D

2 1
】 日11　 7 5 （1 1　　　 7 5

2 9
l
（1 ）　 2．D

L
l （1 ）　　 2．0

5 月 小 計 15 1　 1 2．5
　　　　 r
（1 ）　 ヱ5　 ≡（2 ） 2 1．D ！加　 1 5・n （1 ）　 1 8．0 uO1　 7 2．D

A　　　 計 （47） 1 2 “ ！（17） 川 4．7 至（24 ） 2 5 4・7 （12 ） 1 5 鼠5 （3 ）　　 5 8．5 （1□5 ）占8 2・□

1 尾 当 り

平 均 重 畳 2・7h 観　　　 る・2 桓
】　　 倶 晦

1 5．5k p
　 l

1 8．8叫　　 “ k ク

第7表　大洗町漁協組に水揚げされたマスノスグの日別の体重陪腰別出現個体数と漁数量
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熊玄武：茨城県沿岸漁況に関する調査‾皿

第8回　大洗の纏刺網漁獲のマスノスケの臼別漁獲尾数▼漁獲量と水温との関係

第8図　大洗の建刺網漁漣のマスノスケの日別滑稽尾数浄狸着と水温との関係

第91回　大洗の鐘別納のマスノスケの魚体重量別出現個体数
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Ⅳ　考　　察

昭和58正5月から掛いた異常海況によう発達し．た親潮の勢力に上って本県沿岸は低温．政かんが続き

回澹魚類の北上が阻害されたゝめに従来の漁業に依存していた本県沿岸の漁好丑は極度に低下したれそ

の反面・琴海性の魚類の南下がみられ従来の魚種に代ってイカナゴ．イシ∵ガレイ，マコガレイ等と特異現

象であるがマスノスケの漁獲があわ場所によっては豊漁となった＿

マスノスケは大洗で5月から漁獲され他の浜では4月頃から漁獲されるようになったが，前節で述べた

乎軌大隠金瓶大洗の4地区を比較するとその盛漁期は大洗で4月．会瀬で4月中旬から5月中旬

大津で5月上旬から中旬．平潟では長く4月下旬からる月上旬までとなれ北上するに従ってその時期が

遅れているようにみられるの軋その時期まで親潮の滞留がみられ県北ほど海水温の昇温が遅れ親潮勢力

の卓越によって誘起された現象であると思われる。

この盛漁期を各地（静穏水魔）と比較すると大津では9－11℃．会瀬では上層水温で‘－15℃，下届水温

はる－9ロC，大洗では又5－12℃で多く漁獲された。漁場水温が12－15℃以上に上昇した時期に各地ともに漁

狩畳が急激に減少した・ことが共通にみられ．棲息適水温が9－12℃位の範囲であったものと思われる。

マスノスケの分布については親潮勢力の強い隼には茨城県沿岸にまで南下することを確め．又，本腺で

浄歩されたものは平均7－8晦のものが多く．最小0．9k払最大5抽タで27トンの回臆洞鎧がみられた。

静狩尾数を言己録と聞き込みから平均の魚体重畳で算出し推定すると第8表のとお少約5，80ロ尾前後が

漁獲されたものと思われる。

地　 名 魚 体 平 均 重 量 k ク 澗 獲 最 短 言十算 推 定 尾 数 伶

平　 潟 2 ・一 5 2 ．4 5 5 1，0 0 0

大　 津 7 、＿【 8 ス 7 d D 1，0 0 0

会　 瀬 7 、一 8 1 0．5 2 1 1，5 0 0

大　 洗 　 7 －－ 8

l

占8 2 1 5 0

そ の 他

のゼb rヌ 1 2．5 0 9 1，5 〔‖〕

計　 l．　　　　 1約 2 7．O D D 約　 5．1 5 0

第8表　マスノスグの漁獲推定尾数

本廉沿岸で漁獲されたマスノスケ

は前述した親潮の影響にエ少南下国

王狩されたものと思われる。

Ⅴ　摘　　　要

昭和58年春から夏にかけて本県沿岸の漁場は親潮勢力の卓越にエ少各種の漁業に影響を及ぼし．特に

沿岸各地ではシラス■イナダ，サバ．マダコの漁業資源に与えた影響が大きかった。そのために温暖水系

の回澹魚の来演が少く逆に寒流系水域に多いヒラメ．カレイ軌イカナゴ等とマスノスケの珍らしい回詳

魚類がみられた。

1親潮の勢力は本県沿岸を‘月中旬まで滞留して強く支配したために温帯性魚類の回渉がみられず琴海

一・・1占　一
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性魚穀の回涯が目立った凸

2　冷水温は沿岸重等魚類にその漁獲に増減の影響を与えた。減産傾向を示したものはシラス（カタクチ

シラス．シラクオ）．ブリ，マダコ等で．増産傾向のみられたものはサバ．マスノスケ，イシガレイ．

マコガレイ．イカナゴがみられた。額＝にマスノスクの漁猿は珍らしく親湖の卓越隼にみられ昭和58蟹

も定直納で多接され．次いで建別網等で合計27トンが漁獲された。漁捗変動のみられなかったものは

タイ．スズキ．ヒラメ等であった∩

5　マスノスグの生物学的分布の南限について一般的には北海道までで三陸沿岸では稀に漁獲されるとい

われているが太平洋側では茨城県（犬吠岬附近）まで南下しノ分布することが判った。

4　マスノスケの麒内の方言については「マス」は平潟．大津　金金瓶　平顔で呼ばれ，「スケ」，「スケ

マス」は金瓶　大洗で呼ばれ　叉大洗で「オオメメマス」と呼ばれ，波崎で「マスノスケ」と呼んでい

る∩

5　マスノスケは県内の平潟．大津，会瀬の定置網類と大洗の連動綱で多く漁獲（平潟2．5トン．大津

8．7トン．会瀕10．5トン．大洗約1トン）された。

占　マスノスケの盛期の漁獲水礎は大体占－15℃の範囲内で多狩され15℃以上では急激に減少してい

る。各地の盛漁期は大洗，4月上一下旬，金額．4月中一5月中旬頃，大津．5月上一中′軌　平潟，4

月下一8月上旬であった∩

7　漁獲手れたマスノスケの魚体重量の大きさは最大5dk外最′J、0．9時で平均7－8kタであった。
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別表　　昭和58蟹の異常冷水による魚介藻類の異常簗死及び出現状況

1異常莱死又は仮死現象の発生状況

対 象 生 物 時　　 穎 場　　　　　　　 所 記　　　 載　　　 揚　　　 頂 備　　　 考　　　 ＊

サ バ

シマイサ キ

ア ナ ゴ

5 月 中 旬

5 月 2 5 日

5 月 中 旬

那珂湊押 E N l∃8 浬附近

大洗町祝町海岩

那珂湊市平職海岸

底 曳舵 に体長 2 5 － 5 8 仰 の ものが5 尾梨死 したせ 人ゝ絹

した【

全長 1 0 － 1 5 C川位 の矩死寸前の ものが仮死状態で 4 0 －

5 0 尾が汀線附近 に打 ち寄せ られた。

髄死 したものが海岸 に打 ち寄せ られた。

至 那珂湊漁協組漁業者談

〝

伝 平磯漁協組員談

〝

モ

5 月 2 7 日

5 － 4 月

鹿 島部大野村荒井押 1 0 浬

附近

本県沿岸各地

浮操魚 1 尾 を発見 した。

架死魚 と浮漂魚を しば しば発見 してい る。

分 派業者談

一 各 漁協組員談

ギソメタイ

サ ザ エ ー

】

カ モ メ ；

】

’4 月 1 0 日

7 月

5 月2 7 －－2 8 日

磁崎沖 E 5 浬附近

高萩市高戸押新棍級

波 崎 沖

浮浪魚 1 尾 を発見 した。

大津海水器採鮭の新板扱周辺 の操業状況 でサザエの集死 個

体が多 く．採補量 の7 割位 が架死 していた一

2 0 ｝ 5 0 羽が突死 し浮洪 しているのを発見 し．た。

′‾套 茨水試 「ときわ」乗組員

牧

石 大津漁協組役員談

伝 波崎町漁協組 まき納船頭

談

瀞
陣
兄
‥
難
落
束
帯
職
謬
津
不
霊
ヰ
小
繋
剛
－
臼



2　魚介汲類各種の豊凶漁の現象

対象生物i

J／

マ　ダ　イ

ア　　　　ジ

メ　　　　ソ

（イシモチ）

ワ　カ　メ

イワノリ類

時　期　　≡　場　所

5月9　日

10T15月

4月15日

10一、12月

8－へ9月

10－12月

4月中一下旬

4㌦7　月

5－占月

川尻以南海域

本県沿岸海域

放鳥い飯岡沖

（銚子押）

■

〝

波崎渾（犬吹

崎沖合）

川尻一翫原

平潟一河親子

奴崎一大洗

記　　載　　事　　項

丑

豊

豊

盤

豊

備　　　　　　　考

冷水のため犬吠崎以南に押し下げられていたサバの大群が水

温の急昇（2㌦4℃の昇温）によれIL尻以南の距岩10捏海

域一帯にどっと押し寄せ．定置楓　まき網等で記銀的な豊漁

となったβ

せき縄船により小サバが例正になく漁殖された。

冷水によ♪衰弱し浮上寸前のものと思われた魚群をまき桐に

よ少500トンを滑座した。

まき絹船にようアジが例正になく豊漁となった。

各浜一帯に曳釣カにエカメジ．ナダカツオ．及びカツオが近

正にをく漁狩され豊漁となった。

前月に引きつづき豊漁で10㌦11月には1日1隻当り平均

7ロー80尾を漁猿し，12月には10－20届を漁猿し．

鮫高は100尾位の漁猫で魚体重量は1尾4－7極であった。

刺鏑によ少1日最高1ト／の漁獲量をあげた小型船があ少豊

漁であった。

例水のため例鑑にない発生量で成長があそくムー7月になっ

て良好となり盛漁拙となった。

冷水のため例年にない発生量で県北にくらべて成長も良く豊

漁であったn

例正イワノリ類の摘採が4月位までであるが今正は特に冷水

のためスサビノリとマルバアマノリの着生畳及び成長量が良

好で8月まで多くが摘採された。

㊥　まき網漁業者

㊥

㊥

㊥波崎町漁協組員談

㊥
㊥㊨

＠久慈丸′」、漁協職員，役員及

び日立地区南部改良普及員談

㊥奴固　各漁協組職員及び役

員談

茨水試月報7帖）

＠各階協組職員及び組合員談

㊨㊨各漁協組職員及び役員談
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5－9月

9－12月

政略一平板

鹿島渥（本県

沿岸一帯）

′

大　津

本県沿岸一帯

情
状
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大　洗
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凶

凶
　
凶
　
凶

例年は5月でフクロフノリの摘採盛期を終るが冷水のため‘

月下旬の蔵開き日に平均1人当少7－8毎を摘採した。

冷水のためイカナゴの漁獲が例年になく多く昭和22年と同

様の傾向を示した。

昭和52－・57年の約年平均の∽の漁独丑でカタクチシラ

スとシラウオシラスの漁獲が少かへ

今生は冷水のためカタクチッラスの出現がみそく5月下旬に

なって漁獲されるようになったれ　その組成の主体はイカナ

ゴ．次にカタクチシラスであった。

4－8月まで冷水が続き昨年の約1／5の漁獲で短期間で終漁

となった。

タイ一本釣を主とする小型船は休漁状態であった．

タイ一本釣を主とする小型船は皆無の状況である。

例年は7・一8月に沿岸各地で地タコの出現するのが普通であ

るが冷水のためその出現最も少く解禁の9月1日には出漁せ

ず．9月下旬から12月までは渡りタコ（南下群）の豊も少

く．1日1隻当り平均n5－10わで58年の漁獲宜は例生

のレ10以下であ少12月に入っても最高100－200垣

であった。9－11月には小形のものが多く12月に入って

大形も漁獲された一

冷水のため沿岸水温も例年に比べて低く．潜水時間に制約を

受け漁獲室が減少した．

5－8月上旬までの冷水の影響に上カヒジキは板から流失し

たものが多く摘採貴が少く一時的に転業をしているものもあ

るの

＠㊨各漁協粗職員数

＠㊨大諷大洗町各漁協職員

及び組合員敢

㊥㊥㊥　大洗町漁協組職員及

び組合員談

＠㊨大津漁協組職員汲

＠㊨各漁協組職月駿

㊨

㊥

㊥歯㊥　各漁協職組員及び漁

協組役員と組合員駿

昭和58年度冷水対策水産資

源調査報告書及び茨城県漁場

親御速報資料

㊨妙砂　各漁協組採髄越長歌

㊨傲浜瀞協租役員及び採藻組
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4、一占　月

4－8月上旬

5－　8　月

5－14月

る　上110　E二1

㌢∵射

一一JJ j

7■　刃‥1

（小才与‾施藩兼）

大　　津

（小勢定櫨納）

会瀬（庵偲縄）

平磯．大洗

平　　　射

会　　　瀕

丸■l一服（・㌫是守
＝＿　〝　■

恥J‾軒痍　■

：す（紗l」紬軒で叫フかな1相

槌圧闇掛で明らかな小塙

㊥攣弊るの

4　酵和40叶の其常冷水による特異規洩

縄　　　加　　　頂

4｝・7バにサイ・】1｝Si＼クら■）もこ■）が2．5卜／抽毎・封山㌔

4－8月に平均3－4kクのものが主体となり約8トンが漁獲

された0

4、一8月までに1日二5トンの誠録的な押猪があった。

ヒラメ一本釣と栓刺鏑で各1日数鳥の漁獲があった。平杓7－

帥釘であったb

底曳鍋で漁猪でれた。・

宥懸約人隠し灘腰骨れ軋．・

窟髄絢に入船し1＿Ok抄沖篠笛れた．

ン」、邸庶鱒純に人絹・し淵極蔓れねふ

‥はえ＝表わ漁具で漁一拷され廃材・．1

考

平潟渦協組職風説

（転㊥　大津沖協組職員験

㊨参　会瀬協組組員細

轡診　平胤大洗町各漁協組
復員及び敬員と組合員改

㊥・・摩憫農協姐組合員談・J■

＠㊥・・・舜瀬漁協組臥負激・■－■‾

㊥蓼　容栴漁協組報告

毎秒▲・大津神格戒厳県鱗工∴

㊥）　〝

憶㊥　那珂湊漁協組職員談
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